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ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
大
手
が
、
通
称

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
な

ど
と
呼
ば
れ
る
「
プ

レ
ミ
ア
ム
カ
ー
ド
」

の
会
員
の
確
保
を
競
っ
て
い
る
。
背

景
に
は
、
10
年
に
完
全
施
行
さ
れ
た

改
正
貸
金
業
法
で
、
個
人
向
け
貸
し

出
し
の
収
益
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

こ
れ
に
変
わ
る
柱
に
す
る
た
め
。
▼

高
額
の
年
会
費
を
支
払
う
分
、
ギ
フ

ト
カ
ー
ド
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ホ
テ
ル
等

の
優
待
割
引
な
ど
様
々
な
特
典
が
付

与
さ
れ
る
の
が
特
徴
。
ま
た
、
ポ
イ

ン
ト
や
マ
イ
ル
が
貯
ま
り
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
で
商
品
券
が
も
ら
え
た
り
航

空
券
が
買
え
た
り
す
る
か
ら
、
楽
し

み
な
面
も
あ
る
。▼
た
だ
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
は
、
充
分
な
知
識
と
自
己

管
理
が
で
き
な
い
と
利
用
す
べ
き
で

は
な
い
。
厄
介
な
こ
と
に
こ
の
充
分

な
知
識
は
、
親
も
学
校
も
教
え
て
く

れ
な
い
。９
月
号
に
掲
載
し
た
が「
ク

レ
ジ
ッ
ト
等
の
消
費
者
教
育
は
県
内

高
校
の
半
数
程
度
し
か
実
施
し
て
い

な
い
」
実
態
で
あ
る
。
▼
「
プ
レ
ミ

ア
ム
カ
ー
ド
」
で
も
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
リ
ボ
払
い
、
分
割
払
い
は

立
派
な
借
金
で
あ
る
。
生
活
と
収
入

に
み
あ
っ
た
買
い
物
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
▼
今
年
８
月
に
「
消

費
者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
成
立
し
た
。
事
業
者
や
事
業
団
体

に
よ
る
消
費
者
教
育
を
支
援
す
る
内

容
で
あ
る
。
私
た
ち
も
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
。

　

大
会
は
、
畑
中
和
広
代
議
員
（
電

力
総
連
）、星
村
博
文
代
議
員
（
鹿
教

組
）
を
議
長
団
に
選
出
し
た
後
、榮
留

道
夫
会
長
代
行
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

地
方
・
地
域
の
活
性
化
や
労
働
者
雇
用

と
処
遇
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く

か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
し
て
、「
格
差
是

正
や
内
需
拡
大
に
向
け
て
、労
働
者
へ

の
賃
金
配
分
獲
得
や
労
働
条
件
改
善
に

取
り
組
む
」
こ
と
や
、非
正
規
労
働
者

の
処
遇
改
善
で
は
、「
労
働
条
件
や
最
低

賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
行
っ
て
底
上

げ
を
す
る
と
共
に
、労
働
者
関
連
法
順

守
と
処
遇
改
善
の
た
め
の
法
改
正
を
国

に
求
め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
合
鹿
児
島
は
、
毎
年
３
，

２
０
０
人
の
組
織
拡
大
を
目
標
に
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、
連
合
の
「
１

０
０
０
万
連
合
実
現
プ
ラ
ン
」
の
取
り

組
み
と
も
関
連
し
て
、「
連
合
や
各
労

働
組
合
は
も
と
よ
り
、労
働
相
談
や
安

心
ネ
ッ
ト
で
き
め
細
か
な
対
応
を
し
た

り
、労
働
者
福
祉
団
体
と
も
連
携
し
て

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
組
織
拡
大
を
図
っ
て

い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

政
治
政
策
の
課
題
で
は
、民
主
党
を

中
心
と
し
た
政
権
へ
の
期
待
も
大
き

か
っ
た
も
の
の
、「
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
で
離
党
者
を
多
く
出
す
な
ど
、

今
日
で
は
党
運
営
も
厳
し
く
解
散
も
い

わ
れ
て
い
る
。
解
散
は
社
会
保
障
の
具

体
的
内
容
、公
務
員
制
度
改
革
や
赤
字

国
債
発
行
を
含
め
た
重
要
法
案
を
成

立
さ
せ
て
か
ら
国
民
に
信
を
問
う
べ
き

だ
」
と
し
て
、景
気
回
復
対
策
に
力
を

入
れ
る
こ
と
が
優
先
で
あ
る
と
強
調
し

ま
し
た
。

　

来
賓
の
南
雲
弘
行
連
合
事
務
局
長

は
、格
差
・
貧
困
は
社
会
が
許
容
し
う

る
限
界
を
超
え
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

も
あ
ま
り
機
能
し
て
い
な
い
と
し
て「
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
働
く
こ
と
の
価
値
観

を
再
評
価
さ
せ
て
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
」
こ
と
や
「
組
織
拡

大
を
図
っ
て
労
働
運
動
が
地
域
の
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
て
い
く
」

と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、民
主
党
と
の

関
係
で
は
、「
推
薦
議
員
は
何
の
成
果
を

出
し
た
か
を
評
価
し
て
推
薦
す
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

代
議
員
か
ら
は
、「
奄
美
に
お
け
る

連
合
鹿
児
島
の
平
和
の
取
り
組
み
を
実

現
し
て
ほ
し
い
。
沖
縄
へ
の
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
に
つ
い
て
、鹿
児
島
県
も
飛
行

ル
ー
ト
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
で
、も
っ

と
事
を
重
大
に
と
ら
え
て
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
」
と
い
っ
た
要
請
や
、
将

来
的
に
安
心
安
全
な
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
、「
連
合
本
部
が
ま
と
め
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
議
論
を
し
っ
か

り
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
要
望
、さ
ら

に
は
、連
合
か
ご
し
ま
ユ
ニ
オ
ン
は
、組

合
を
結
成
後
一
定
の
時
期
を
経
た
ら
産

別
移
行
す
る
と
い
う
基
本
方
針
に
つ
い

て
の
確
認
と
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、連
合
の
大
き
な
柱
の
一
つ

と
し
て
掲
げ
る
「
組
織
拡
大
」
の
取
り

組
み
に
成
果
を
上
げ
た
８
構
成
組
織
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、全
て
の

組
織
が
力
強
く
前
進
し
て
い
く
と
す
る

大
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

連
合
鹿
児
島
定
期
大
会
開
催

連
合
鹿
児
島
定
期
大
会
開
催

会
長
に
東
幸
也
氏（
電
機
連
合
）を
選
出

東幸也新会長

　

連
合
鹿
児
島
（
会
長
代
行
：
榮
留
道
夫
）
は
10
月
20
日
、鹿
児
島
市
の
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
会
館
で
、第
24
回
定
期

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、役
員
や
代
議
員
な
ど
約
１
３
０
名
が
出
席
。
２
０
１
２
年
度
活
動
報
告
を
承
認
し
、

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
や
「
１
０
０
０
万
連
合
実
現
」
を
盛
り
込
ん
だ
２
０
１
３
年
度
の
運
動
方
針
と
、予

算
案
を
原
案
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

役
員
補
充
選
挙
が
行
わ
れ
、空
席
と
な
っ
て
い
た
会
長
に
東
幸
也
氏
（
連
合
副
会
長
・
電
機
連
合
鹿
児
島
地
域
協
議
会

議
長
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

連合鹿児島の定期大会
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会
員
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
を
確
認

財
形
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
を
確
認

【
第
２
回
大
口
支
店
推
進
委
員
会
】

会
員
と
協
働
し
た

し
あ
わ
せ
創
造
運
動
の
展
開
を
確
認

【
第
２
回
鹿
屋
支
店
推
進
委
員
会
】

九
州
ろ
う
き
ん
鹿
児
島
県
本
部
10
月
定
期
人
事
異
動

（
２
０
１
２
年
10
月
22
日
発
令
）

　

九
州
労
働
金
庫
鹿
児
島
県
本
部
５

階
大
ホ
ー
ル
に
て
、10
月
18
日
（
木
）

15
時
30
分
よ
り
第
２
回
拡
大
推
進
委

員
会
・
運
営
委
員
会
合
同
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
労
働
金
庫
事

務
局
よ
り
石
田
前
県
本
部
推
進
委
員

長
の
理
事
就
任
に
伴
い
、
新
県
本
部

推
進
委
員
会
役
員
体
制
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
平
山
推
進
委
員
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
て
議
事
を
進
行
し
ま

し
た
。
①
９
月
末
概
況
や
重
点
課
題

の
取
組
状
況
②
し
あ
わ
せ
創
造
運
動

の
再
構
築
の
提
案
③
12
月
末
に
向
け

た
取
り
組
み
展
開
④
２
０
１
２
年
度

推
進
活
動
強
化
費
・
青
年
女
性
推
進

委
員
会
を
活
用
し
た
取
り
組
み
な
ど

提
案
が
さ
れ
て
、
全
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

【
新
役
員
体
制
】
敬
称
略

挨拶をする平山新県本部推進委員長

挨拶をする元山推進委員長挨拶する県本部・今村業務推進課長

※ 

石
田
前
推
進
委
員
長
・
池
田
前
事
務

局
長
、長
い
間
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

大
口
支
店
会
議
室
に
お
い
て
10
月

24
日
、
第
２
回
大
口
支
店
推
進
委
員

会
全
体
会
議
が
８
会
員
16
名
の
参
加

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
元
山
推
進
委
員
長
の
挨

拶
に
続
き
、
推
進
委
員
長
が
議
長
に

就
任
し
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　

片
野
田
県
副
本
部
長
の
挨
拶
後
、

下
小
薗
事
務
局
長
か
ら
議
案
の
提
案

が
な
さ
れ
、黒
木
支
店
長
よ
り
補
足
説

明
を
行
い
、全
議
案
が
確
認
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
全
体
会
議
で
は
、
12
月
末
に
向

け
た
預
金
結
集
、財
形
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
と
並
行
し
た
ク
ロ
ス
セ
ル
の
徹
底
に

よ
る
他
商
品
の
拡
大
が
確
認
さ
れ
、次

世
代
シ
ス
テ
ム
移
行
に
際
し
て
の
各

会
員
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
改
め
て

お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、推
進
委
員

会
役
員
体
制
や
推
進
活
動
強
化
費
を

活
用
し
た
取
り
組
み
、
青
年
女
性
推

　

２
０
１
２
年
度
第
２
回
の
鹿
屋
支

店
推
進
委
員
会
を
10
月
29
日
（
月
）、

ろ
う
き
ん
鹿
屋
支
２
階
会
議
室
で
開

催
し
ま
し
た
（
28
名
参
加
）。
６
月

の
第
１
回
推
進
委
員
会
に
引
き
続

き
、
今
回
も
垂
水
地
区
の
会
員
に
つ

い
て
は
別
途
31
日
（
水
）
に
垂
水
市

職
労
組
合
室
で
開
催
し
ま
し
た
（
10

江
籠　

和
弘

上
園　

真
子

水
原　

修
一

東
郷　

実
男

米
森　
　

尚

伊
地
知
則
雄

泉　
　

春
枝

中
原　

加
晴

和
泉
め
ぐ
み

桟
敷　

博
樹

大
迫　

光
一

東　
　

洋
一

畠
中　

耕
作

小
野　

岩
男

鯵
坂　
　

隆

安
楽　

康
樹

氏　

名

鹿
屋
支
店

鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
県
本
部

業
務
推
進
課

新
所
属

業
務
職

嘱
託
職
員

再
雇
用
嘱
託
職
員

再
雇
用
嘱
託
職
員

再
雇
用
嘱
託
職
員

再
雇
用
嘱
託
職
員

準
職
員

業
務
職

業
務
職

業
務
職

係
長

専
任
役
兼
係
長

次
長

次
長

（
兼
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

支
店
長

（
鹿
児
島
地
区
営
業
部
長
）

代
理

新
役
職
名

延
岡
支
店
・
業
務
職

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
・
嘱
託
職
員

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
・
再
雇
用
嘱
託
職
員

業
務
集
中
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
・
再
雇
用
嘱
託
職
員

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
・
再
雇
用
嘱
託
職
員

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
・
再
雇
用
嘱
託
職
員

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
・
準
職
員

小
林
支
店
・
業
務
職

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
・
業
務
職

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
・
業
務
職

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
・
係
長

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
・
専
任
役

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
・
次
長

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
・
所
長

鹿
児
島
支
店
・
支
店
長

鹿
児
島
支
店
・
係
長

旧
所
属
・
役
職
名

役　

職　

名

氏　

名

所
属
推
進

委
員
会

県
本
部
推
進
委
員
長

平
山　

貴
久
鹿
児
島

県
本
部
副
推
進
委
員
長

川
野　
　

栄
鹿
児
島
県
庁

〃

片
野
坂
重
浩
加
治
木

県
本
部
事
務
局
長

山
下　

暢
志
鹿
児
島
南

名
参
加
）。

　

議
題
の
中
で
は
、
し
あ
わ
せ
創
造

運
動
の
再
構
築
や
12
月
末
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
会

員
と
協
同
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
等
を
提
案
し
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
支
店
の
融
資
伸
長
に
向
け
、

　

２
０
１
２
年
10
月
定
期
人
事
異
動

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
異
動
発
令
以
降
、
ロ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
営
業
時
間
が
、

地
域
ナ
ン
バ
ー
１
金
利
を
利
用
し
た

他
行
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
換
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
会
員
還
元
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
11
月
18
日
（
日
）
に
霧

島
へ
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

平　
　
　

日　

９
〜
19
時

土
曜
・
日
曜　

10
〜
17
時

に
見
直
し
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
の
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

進
委
員
会
の
取
り
組
み
等
は
年
内
に

推
進
幹
事
会
を
開
催
し
決
定
し
て
い

く
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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県
下
各
地
域
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
選
手
の
皆
さ
ん
が
、
一
堂
に
会

し
て
鹿
児
島
市
健
康
の
森
公
園
に

て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
総
勢
３
１
８
名

が
集
い
、
48
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
２

ゲ
ー
ム
の
熱
戦
を
展
開
い
た
し
ま
し

た
。
優
勝
し
た
の
は
、
出
水
Ｃ
チ
ー

ム
で
突
出
し
た
戦
い
を
見
せ
て
他
を

寄
せ
付
け
ず
完
勝
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
か
ら
新
た
に
設
け
た
「
オ
ー
ル

２
打
賞
」
と
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
」

に
は
、「
オ
ー
ル
２
打
賞
」
に
３
名

が
達
成
す
る
と
い
う
快
挙
を
上
げ
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
賞
」
は
来
年
に
お
預
け
と
な
り
ま

し
た
。

　

結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
）

【
団
体
の
部
】

出
水　

Ｃ　

２
０
１
点

肝
属　

Ｂ　

２
２
０
点

加
治
木
Ａ　

２
２
１
点

【
個
人
の
部
】

最
優
秀
選
手
賞

山
田
政
秀
（
出
水
Ｃ
）　

23
点

優
秀
賞

34
打
以
下　
　
　

24
名

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン　

75
名

オ
ー
ル
２
打
賞

尾　

迫　
　

初
（
肝
属
Ｃ
）

満　

石　
　

勉
（
志
布
志
Ｂ
）

角
ノ
上
ひ
と
し
（
鹿
児
島
県
庁
）

　

昭
和
24
年
に
市
制
施
行
60
周
年
を

記
念
し
て
始
ま
っ
た
「
お
は
ら
祭
」

は
南
九
州
最
大
の
祭
り
と
し
て
知
ら

れ
、今
年
で
61
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
「
電
車
運
行
１
０
０
周

年
」
を
記
念
に
製
作
さ
れ
た
観
光
レ

ト
ロ
電
車
が
、
花
電
車
と
と
も
に
祭

に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

ろ
う
き
ん
職
域
の
踊
り
連
と
し
て

の
参
加
は
、
１
９
９
８
年
に
鹿
児
島

挨拶をする鸙野会長

九
州
ろ
う
き
ん

鹿
児
島
県
本
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

優勝した出水Ｃチーム

楽

し

く

元

気

よ

く

ヨ
イ
ヤ
サ
ー
ヨ
イ
ヤ
サ
ー
!!

全
て
の
店
舗
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
設
置
予
定
！

支
店（
当
時
の
鹿
児
島
県
労
金
本
店
）

の
新
築
ビ
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
を
機
に

参
加
し
て
以
来
14
回
目
で
す
。
一
昨

年
ま
で
は
夜
ま
つ
り
へ
の
参
加
が
恒

例
で
し
た
が
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

方
に
「
ろ
う
き
ん
」
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
本
ま
つ

り
へ
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
鹿
児

島
市
内
の
み
な
ら
ず
、
離
島
や
県
外

に
勤
務
す
る
ろ
う
き
ん
の
役
職
員
・

家
族
、
な
ら
び
に
会
員
、
サ
ポ
ー
ト

隊
を
含
め
、
過
去
最
大
の
97
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
沿
道
に
は
関
係
者
等

の
た
く
さ
ん
の
応
援
も
あ
り
、「
ヨ

イ
ヤ
サ
ー
！
」
の
掛
け
声
と
と
も
に

秋
の
風
物
詩
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。笑顔で踊る参加者たち…と、ドラえもん!?笑顔で踊る参加者たち…と、ドラえもん!?

　

九
州
ろ
う
き
ん
は
、
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
、
ご
来
店
い
た
だ

い
た
お
客
様
に
万
が
一
の
事
態
（
心

肺
停
止
等
）
が
発
生

し
た
際
に
、
迅
速
か

つ
効
果
的
な
救
命
措

置
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
、
全
営
業
店
及

び
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

《
お
詫
び
》

　

本
誌
第
６
２
２
号
の
３
面
、
鹿

屋
支
店
退
職
者
友
の
会
の
記
事

に
つ
い
て
、
支
部
長
の
お
名
前
を

「
一
松
芳
春
さ
ん
」
と
記
載
す
べ

き
と
こ
ろ
、「
一
松
義
春
さ
ん
」

と
記
載
し
て
お
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
92
ヶ
所
）
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）を
設
置
い
た
し
ま
す
。

10
月
９
日
よ
り
順
次
全
営
業
店
へ
の

設
置
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
緊

急
時
に
お
い
て
適
切
な
救
命
措
置
が

で
き
る
よ
う
、
全
職
員
が
「
普
通
救

命
講
習
」
の
終
了
を
目
指
し
、
積
極

的
に
同
講
習
の
受
講
を
推
進
し
て
い

き
ま
す

AEDAED
（自動体外式除細動器）（自動体外式除細動器）
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２
０
１
２
年
12
月
8
日
（
土
）
に

「
ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
、

台
風
や
地
震
等
の
自
然
災
害
に
対
す

る
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
、
皆
さ

ま
と
一
緒
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
時
節
柄
、
お
忙
し
い
時
期
で
は

あ
り
ま
す
が
、
防
災
・
減
災
に
対
す

る
見
識
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
積

極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
の
参
加
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
、
ご

来
場
い
た
だ
き
、
受
付
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
と
は

　
「
ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
」
は
、
内
閣

府
が
国
民
の
防
災
意
識
を
高
め
て
も

ら
う
た
め
、
出
前
講
座
と
し
て
推
進

し
て
い
る
も
の
で
す
。
楽
し
く
分
か

り
や
す
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
非
常
食
の

試
食
や
専
門
家
な
ど
に
よ
る
講
演
会

等
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
合
わ

せ
て
開
催
し
て
お
り
、
全
労
済
に
お

い
て
も
、
全
国
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
２
０
０
９
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。 「

ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
」
開
催
の
ご
案
内

「
ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
」
開
催
の
ご
案
内

【国崎 信江 講師プロフィール】

■文部科学省
　｢地震調査研究推進本部政策｣ 委員
　防災科学技術委員
■気象庁
　 ｢緊急地震速報評価・改善検討会｣
委員

■東京都
　｢震災復興検討会議｣ 委員　など

　また、NPO国境なき医師団の一員
として、海外での防災教育活動なども
行なっている。
　現在は講演活動を中心にテレビや
新聞など各メディアでも情報提供を
行なっている。

■主な著書
　「サバイバルブック－大地震発生そ
のときどうする？」（日本経済新聞出
版社）など

■開催日時：2012年12月８日（土）　13時～16時

■開催場所：「ジェイドガーデンパレス」
　　　　　　鹿児島市上荒田町19番地１号

・講演１：「自然災害から住まいと暮らしを守る」
【講師】国崎 信江　危機管理アドバイザー
（危機管理教育研究所代表者）

・講演２：気象に関する内容の予定
【講師】現在、調整中

　

２
０
１
２
年
8
月
25
日
か
ら
集
中

的
に
発
生
し
た
、
台
風
15
号
〜
17
号

に
対
し
て
、
現
在
、
全
労
済
で
は
、

被
災
受
付
と
迅
速
な
現
場
調
査
を
お

こ
な
い
な
が
ら
、
早
期
の
お
見
舞
い

金
、
共
済
金
の
お
支
払
い
に
つ
と
め

て
お
り
ま
す
。

　

被
災
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
（　

）
内
は
、
旧
所
属
で
す
。

被災受付
件　　数

現場調査
対応件数

現場調査
完 了 率

15号 225 225 100.0％

16号 104 101 97.1％

17号 351 344 98.0％

合計 680 670 98.5％
（2012年11月７日現在）

【
転
入
】

■
上
奥　

裕
子

鹿
児
島
県
本
部
事

業
推
進
部
組
織
法

人
セ
ク
シ
ョ
ン

（
山
口
県
本
部
事
業
推
進
部
西
部

支
所
組
織
法
人
課
）

　

10
月
１
日
よ
り
、
鹿
児
島
県
本

部
に
参
り
ま
し
た
。
寒
さ
が
苦

手
な
私
は
、
暖
か
い
土
地
で
生
活

で
き
る
こ
と
に
安
堵
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す 

２
０
１
２
年
10
月
人
事
異
動
の

ご
案
内

こ
の
間
の
台
風
の
被
災
受
付
報
告

【
転
出
】

■
山
村　

壮
弘　

中
日
本
事
業
本
部
事
業
推
進
部
ダ
イ

レ
ク
ト
推
進
課

（
鹿
児
島
県
本
部
事
業
推
進
部
組

織
法
人
セ
ク
シ
ョ
ン
）

　

５
年
６
ヶ
月
と
い
う
期
間
の
中

で
色
々
と
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
経
験
を
い
か
し
、
頑
張
り

ま
す
。

ご案内
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2012年11・12月の講座

「全労済ぐりんぼう鹿児島」で「わたしスタイル塾（セミナー）」を開催中
　「全労済ぐりんぼう」では「地域の方とのコミュニケーションを大切にする」という観点から、毎月週１回カラーセラピーなど「わ
たしスタイル塾（各種セミナー）」を開催しています。お申し込み・お問い合わせについては、「ワーク・ライフ・バランスかごしま」
までお願いいたします。

日　付 講　　　座　　　内　　　容 講　　　師 講座料金
11月20日㈫
10時~12時

スタイリッシュレッスン
　　～ウオーキング＆ファッションアドバイス～

ファッション＆ウオーキングディレクター

赤　岩　広　志
2,000円

11月27日㈫
10時~12時

輝く私のカラーレッスン
　　～センスアップ配色レッスン～

Color Qualia代表

小浜田　倫　子
2,000円

12月11日㈫
10時~12時

自分を癒す経絡マッサージ
　　～すっきり解消！頭痛、肩こり～

NPO法人らくらく理事長

中　村　雪　子
2,000円

12月18日㈫
10時~12時

スタイリッシュレッスン
　　～ウオーキング＆ファッションアドバイス～

ファッション＆ウオーキングディレクター

赤　岩　広　志
2,000円

12月25日㈫
10時~12時

輝く私のカラーレッスン
　　～カラーセラピーで心の断捨離～

Color Qualia代表

小浜田　倫　子
2,000円

●

●

● ●

●

ネッツトヨタ

全
労
済

ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島

〒

ＰＣデポ

ガスト

エルグ

城南小

場　　所／全労済ぐりんぼう鹿児島 ４階 会議室　　住　　所／鹿児島市城南町７‒28　※ 駐車場完備
お申し込み・お問い合わせ先／［ワーク・ライフ・バランスかごしま］　TEL：090‒8228‒6649 （担当：平野）
※ 希望される講座をお申し込みください。（１回のセミナーから受講いただけます）
※ 講座料金には材料費・資料代・お茶代・お菓子代が含まれております。
※ 定員が５人に満たない場合は中止させていただく場合がありますのでご了承ください。

― 「
税
金
―
保
険
料
控
除
」
に
つ
い
て 

―

シ
リ
ー
ズ 「
生
活
保
障
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
基
礎
知
識
」

「
生
活
保
障
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
基
礎
知
識
」

｢一般の生命保険の年間保険料の合計｣：110,000円、
｢個人年金保険の年間保険料の合計｣：80,000円の場合。

【一般生命保険料控除】
①所得税：50,000円（控除額）、②住民税：35,000円

【個人年金保険料控除】
①所得税：（80,000円×1/4）＋25,000円＝45,000円（控除額）
②住民税：35,000円（控除額）

年間保険料

年間保険料

所得税

住民税

25,000円以下
25,000円超　　  50,000円以下 （払込保険料×1/2）＋12,500円

（払込保険料×1/4）＋25,000円
一律　50,000円

50,000円超　　100,000円以下
100,000円超

全額

15,000円以下
15,000円超　　  40,000円以下 （払込保険料×1/2）＋  7,500円

（払込保険料×1/4）＋17,500円
一律　35,000円

40,000円超　　  70,000円以下
70,000円超

全額

控除される金額

控除される金額

適用限度額：
所得税  ４万円

一般生命保険料控除

住民税 2.8万円

適用限度額： 適用限度額：

適用限度額： 適用限度額：

（合計適用限度額：所得税10万円、住民税7万円）

所得税  ４万円
住民税 2.8万円

所得税  ４万円
住民税 2.8万円

介護医療保険料控除 個人年金保険料控除

個人年金保険料控除

生命保険料
控除対象外

【新制度】

【旧制度】
一般生命保険料控除

所得税  ５万円
住民税 3.5万円

所得税  ５万円
住民税 3.5万円

改正

（合計適用限度額：所得税12万円、住民税７万円）

■税制改正のイメージ

■一般の生命保険料控除、個人年金保険料共通
　

前
月
号
で
は
、
時
節
柄
、「
年
末
調
整
」「
確
定

申
告
」
に
関
す
る
内
容
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

今
月
号
で
は
、「
確
定
申
告
」
に
関
連
す
る
「
保

険
料
控
除
」
を
題
材
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

保
険
料
控
除
と
は

　

共
済
や
保
険
の
契
約
も
、
他
の
所
得
と
同
様
に
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
お
支
払
い
さ
れ
た
共
済
掛
金
や
保
険
料
の
う
ち
、
一

定
額
に
つ
い
て
は
、税
金
が
軽
減
さ
れ
る
取
り
扱
い
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
「
保
険
料
控
除
」
と
い
い
ま
す
。

　
「
保
険
料
控
除
」
は
、
平
成 
22
年
度
税
制
改
正
も
あ
り
、
次
の
４

つ
に
な
り
ま
す
。

　

■
一
般
生
命
保
険
料
控
除

　

■
個
人
年
金
保
険
料
控
除

　

■
介
護
医
療
保
険
料
控
除

　

■
地
震
保
険
料
控
除

　

平
成
22
年
度
税
制
改
正
の
概
要

　

改
正
内
容
は
、「
介
護
医
療
保
険
料
控
除
の
新
設
」「
各
保
険
料

控
除
の
適
用
額
の
変
更
」「
合
計
適
用
限
度
額
の
変
更
」
等
で
す
。

　

保
険
料
控
除
の
計
算
方
法

　

１
月
〜
12
月
ま
で
の
１
年
間
に
支
払
わ

れ
た
「
年
間
保
険
料
」、
そ
し
て
、「
各
保

険
料
控
除
の
種
類
」に
よ
っ
て
、「
控
除
額
」

は
異
な
り
ま
す
。

　

左
内
容
は
、「
旧
制
度
」
の
契
約
で
、『
一

般
の
生
命
保
険
料
控
除
』
と
『
個
人
年
金

保
険
料
控
除
』
の
計
算
例
で
す
。
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一
関
節
を
曲
げ
て
押
す
方
法
も
あ
り

ま
す
。

　

初
め
の
う
ち
は
痛
み
を
感
じ
ま
す

が
、続
け
る
と
気
持
ち
が
良
く
な
っ
て

き
ま
す
。

　

ツ
ボ
を
刺
激
し
て
気
持
ち
が
良
く

な
る
と
い
う
の
は
、東
洋
医
学
的
に
み

る
と
気
（
生
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
流

れ
が
良
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

気
の
流
れ
が
良
く
な
る
と
血
液
の

流
れ
が
良
く
な
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、

免
疫
力
が
つ
い
て
、健
康
に
な
れ
る
の

で
す
。

　
ス
ト
レ
ス
や
加
齢
、更
年
期
障
害
な

ど
か
ら
起
こ
る
不
定
愁
訴
（
頭
痛
や

疲
労
感
な
ど
漠
然
と
し
た
体
の
不
調

の
訴
え
）
を
自
分
で
手
軽
に
癒
や
す

こ
と
が
で
き
る
「
百
会
（
ひ
ゃ
く
え
）」

と
い
う
ツ
ボ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
ツ
ボ
は
頭
の
て
っ
ぺ
ん
に
あ
り

ま
す
。「
百
」
に
も
及
ぶ
体
の
働
き
を

司
る
機
能
が
一
堂
に
「
会
」
し
て
い
る

と
い
わ
れ
る
ツ
ボ
で
、さ
ま
ざ
ま
な
症

状
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

頭
が
ボ
ー
ッ
と
す
る
と
き
や
、心
身

に
疲
労
を
感
じ
た
と
き
な
ど
に
指
圧

刺
激
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

百
会
は
昔
か
ら
痔
の
特
効
穴
と
し

て
有
名
で
す
が
、脱
毛
予
防
や
ボ
ケ
、

目
ま
い
、冷
え
、の
ぼ
せ
、頭
痛
、脳
貧

血
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

両
手
の
中
指
を
重
ね
合
わ
せ
て
、

ま
っ
す
ぐ
押
し
ま
し
ょ
う
。
親
指
の
第

サイバー攻
こ う

撃
げ き

対
た い

策
さ く

隊
た い

読　

者

読　

者

か
ら
の

声　声　

160160

　

初
め
て
応
募
し
ま
す
。
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
が
楽
し
み
で
、
毎
回
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
行
く
た
び
に
も
ら
っ
て
き
て

い
ま
し
た
。
賞
品
が
あ
た
れ
ば
、

孫
に
絵
本
を
買
っ
て
あ
げ
よ
う
か

な
。　
　
　
　
（
出
水
市
・
女
性
）

　

生
活
保
障
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
基
礎
知

識
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
老
後
の

設
計
な
ど
も
あ
れ
ば
よ
い
か
と
思
い

ま
す
。　
　
　
（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　

台
風
が
連
続
し
て
や
っ
て
き
て
、

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
も
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。
今
回
、
自

分
は
被
害
が
な
か
っ
た
で
す
が
、
全

労
済
の
被
災
受
付
報
告
の
記
事
を
見

て
、
こ
う
い
う
制
度
が
あ
り
、
少
し

で
も
助
け
に
な
る
な
と
思
う
事
で
し

た
。　
　
　
　
　
（
出
水
市
・
男
性
）

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
教
育
支
援

カ
ン
パ
の
取
り
組
み
を
知
り
、
感
心

致
し
ま
し
た
。
学
校
へ
通
え
る
喜
び

が
日
本
で
は
普
通
の
こ
と
で
す
が
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
喜
び
に
変
わ
る

…
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
の
取
り

組
み
、
応
援
し
た
い
で
す
。

（
薩
摩
川
内
市
・
女
性
）

　

毎
号
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
司
法
書
士
事
務
所
の
Ｃ

Ｍ
を
よ
く
見
る
の
で
、
多
重
債
務

者
が
ま
だ
ま
だ
多
い
の
だ
ろ
う
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

記
事
で
疑
問
が
解
け
ま
し
た
。
私

に
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
記
事
で
、
興

味
深
く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　

読
者
か
ら
の
声
１
５
８
号
に
コ

メ
ン
ト
し
て
頂
き
、本
当
に
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
感
謝
感
謝
で
す
。
毎

月
15
日
が
く
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

撃
の
捜
査
は
、
大
半
の
捜
査
員
が

兼
務
で
行
っ
て
い
た
た
め
、
容
疑

者
の
摘
発
は
難
航
し
て
い
ま
し
た
。

　

警
察
庁
は
、
捜
査
員
を
専
従
に

す
る
こ
と
で
、
被
害
の
予
防
や
初

動
捜
査
の
強
化
を
図
り
た
い
と
し

て
い
ま
す
。

　

官
公
庁
や
企
業
を
狙
っ
た

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
応
す
る

た
め
、
警
察
庁
が
新
設
す
る

専
従
捜
査
班
。

　

警
視
庁
な
ど
主
要
な
都
道

府
県
警
に
約
１
０
０
人
の
捜

査
員
を
配
置
す
る
予
定
で
す
。

　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
中
で
も

特
に
ウ
イ
ル
ス
付
き
メ
ー
ル

な
ど
で
機
密
情
報
を
抜
き
取

ろ
う
と
す
る
「
標
的
型
メ
ー

ル
」
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と

い
い
、
警
察
庁
が
把
握
し
た

昨
年
度
の
被
害
は
約
１
３
０
０
件
に

上
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
サ
イ
バ
ー
攻

①
百
会
（
ひ
ゃ
く
え
）

鍼
灸
師　

伊
藤　

直
子

現
代
人
を
癒
や
す
ツ
ボ

　

前
号
ま
で
連
載
し
て
い
た
『
心
と
体
に

効
く
ア
ロ
マ
処
方
箋
』
に
つ
き
ま
し
て
は
、

連
載
第
18
回
「
判
断
力
を
高
め
る
」
に
て

最
終
回
を
迎
え
ま
し
た
。
楽
し
み
に
御
覧

頂
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
回
か
ら
は
、『
現
代
人
を
癒
や
す
ツ

ボ
』
の
連
載
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
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歴
史
探
訪 

in 

霧
島
開
催

【
姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協
】

　

霧
島
神
宮
を
訪
問
す
る
歴
史
探
訪

を
10
月
13
日
に
実
施
し
、
家
族
や
組

合
員
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

霧
島
市
役
所
を
バ
ス
で
９
時
に
出

発
し
、霧
島
神
宮
に
向
か
い
ま
し
た
。

霧
島
神
宮
で
は
宮
ノ
内
さ
ん
の
案
内

で
、
表
参
道
か
ら
国
内
有
数
の
規
模

を
誇
る
本
殿
（
国
宝
文
化
財
）
に
入

り
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
参
加
者
の

ほ
と
ん
ど
が
、
本
殿
に
入
る
の
は
初

め
て
で
し
た
。
壁
画「
二
十
四
孝
図
」

が
鮮
や
か
な
色
彩
で
描
か
れ
て
い
ま

し
た
。
通
常
は
霧
囲
い
で
覆
わ
れ
、

拝
観
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
祓
い
の
後

御
神
酒
を
頂
き
、
そ
の
盃
は
延
壽
箸

と
セ
ッ
ト
で
記
念
に
頂
き
ま
し
た
。

　

説
明
の
後
、
神
楽
殿
を
見
学
し
、

旧
参
道
の
霧
島
七
不
思
議
を
訪
ね
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
バ
ス
で
「
さ
く
ら
さ
く

ら
温
泉
」
に
行
き
バ
イ
キ
ン
グ
の
昼

食
を
取
り
、希
望
者
は
ゆ
っ
く
り「
ど

ろ
パ
ッ
ク
」温
泉
に
浸
か
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
楽
し
い
企
画

だ
っ
た
」
と
大
好
評
で
し
た
。
帰
り

の
バ
ス
の
中
で
、
参
加
者
全
員
か
ら

カ
ン
ボ
ジ
ア
子
供
の
教
育
支
援
カ
ン

パ
の
善
意
を
頂
き
ま
し
た
。

（
報
告
者　

外
薗
典
明
事
務
局
長
）

初
め
て
の
料
理
教
室

【
大
隅
地
域
労
福
協
】

　

初
め
て
の
料
理
教
室
を
９
月
29

日
、
21
名
（
う
ち
子
供
５
名
）
が
参

加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

米
粉
パ
ン
づ
く
り
と
食
育
学
習
を
宮

園
広
文
さ
ん
と
柏
崎
明
祐
さ
ん(

い

ず
れ
も
全
農
林)

、
料
理
担
当
を
有

村
美
鈴
さ
ん(

鹿
屋
市
職
労)
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
米
粉
パ
ン
づ
く
り
と

そ
れ
に
あ
わ
せ
た
簡
単
料
理
と
食
育

の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

米
粉
パ
ン
づ
く
り
は
、
事
前
に
事

務
局
で
２
度
ほ
ど
挑
戦
し
ま
し
た

が
、
２
度
と
も
失
敗
に
終
わ
り
、
当

日
が
心
配
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
協

力
で
各
班
美
味
し
い
米
粉
パ
ン
が
で

き
ま
し
た
。
米
粉
パ
ン
に
あ
わ
せ
た

簡
単
料
理
は
、
２
時
間
近
く
か
け
て

各
班
５
品
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
り
食

べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
料
理
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。
男
性
陣
は
な
れ
な
い

手
つ
き
で
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
作
っ

て
い
ま
し
た
が
、
子
供
は
小
学
生
が

大
半
で
し
た
が
、
い
つ
も
手
伝
い
を

し
て
い
る
の
か
手
慣
れ
て
い
る
様
子

で
し
た
。

　

食
育
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
食
事

バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
の
具
体
例
を
し

め
し
な
が
ら
、
食
事
か
ら
考
え
る
健

康
づ
く
り
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
よ
り
感
想
を
い
た
だ
き
、

「
料
理
づ
く
り
の
進
行
に
多
少
戸
惑

い
も
あ
っ
た
が
、
ま
た
次
回
も
開
催

し
て
ほ
し
い
」「
面
識
の
な
い
方
々

ば
か
り
で
不
安
で
し
た
が
、
楽
し
く

料
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

（
報
告
者　

武
本
充
弘
事
務
局
長
）

屋
久
島
で
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

【
熊
毛
地
域
労
福
協
】

　

安
房
体
育
館
で
10
月
13
日
（
土
）、

労
福
協
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

各
団
体
よ
り
５
チ
ー
ム
約
40
名
の

参
加
が
あ
り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
全
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る

総
当
た
り
方
式
で
行
わ
れ
、
休
憩
時

間
が
あ
ま
り
な
い
大
会
運
営
と
な
り

ま
し
た
が
、
参
加
者
全
員
元
気
い
っ

ぱ
い
に
体
を
動
か
し
、
ひ
と
つ
の
ケ

ガ
・
事
故
も
な
く
盛
会
の
内
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
お
楽
し
み
抽
選
会
を

行
い
、
２
人
に
１
人
の
確
率
で
景
品

を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ミ

ニ
バ
レ
ー
を
通
し
て
、
各
単
産
の
交

流
・
親
睦
が
よ
り
一
層
深
ま
り
、
今

後
の
組
合
活
動
に
も
生
か
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
開
催
で
き
る

参加者は少なくても盛り上がりました参加者は少なくても盛り上がりました

レシピを見ながら一生懸命作りましたレシピを見ながら一生懸命作りました

霧島神宮神楽殿をバックに霧島神宮神楽殿をバックに

無料出張相談会
「くらし・労働に関する困りごと相談」

　困ったらひとりで悩まず、まずご相談下さい。弁護士
や司法書士、社会保険労務士、労働相談員等専門家が相
談に応じます。「安心ネット」での相談件数は、これま
でに延べ1,100件以上の実績があります。安心してご
相談下さい。
①日時
　12月15日（土）　午後２時～午後５時
②場所
　鹿児島商工会議所アイムビル４階
　　第1・２・３会議室
③相談内容
　くらし・労働に関する困りごと相談
④相談者の相談料
　当日の相談会は無料
【問い合わせ】
安心ネットかごしま
　フリーダイヤル　0120-307-830
鹿児島県労働者福祉協議会
　電話　099-254-3832

よ
う
努
め
ま
す
。

（
報
告
者　

大
石
正
博
事
務
局
長
）
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（祝日は休業）

教育10年以内、その他７年以内
九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

coop

県内の中小企業にお勤めの方なら
　　　どなたでもご相談いただけます。

2012年11月15日発行
毎月１回15日発行 第 624 号　（8）かごしま労働者福祉だより（ ）

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、

名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
２
年
12
月
７
日
必

着
。
今
回
も
20
名
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00 
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

10
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

109
通
で
、
109
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

《
解
き
方
》
「
末
」
は
「
ス
エ
」
ま
た
は
「
マ
ツ
」
と
読
ん
で

く
だ
さ
い
。
二
重
ワ
ク
の
５
文
字
を
う
ま
く
な
ら
べ
る
と
言
葉

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。
答
え
の
ヒ
ン
ト
・
中
の
絵
。

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１　

一
年
の
終
わ
り
の
時
期

３　

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞

を
受
賞
し
た
…
…
教
授

６　

チ
ョ
キ
で
す

８　
「
オ
レ
に
は
関
係
な
い
」
と

…
…
を
切
る

９　

会
社
で
…
…
を
と
っ
て
い
る

11　
坂
本
龍
馬
が
活
躍
し
た
時
代

12　

樋
口
一
葉
の
代
表
作

14　

犯
人
は
…
…
な
人
物
だ
っ
た

15　

国
民
栄
誉
賞
が
決
ま
っ
た

…
…
沙
保
里
選
手

18　

…
…
鑑
定

20　
「
鱚
」
の
読
み
方
は
？

21　

…
…
の
不
安

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１　

熱
い
食
べ
物
が
苦
手

２　

超
音
速
で
す

３　

光
の
入
ら
な
い
、
真
っ
暗

な
状
態

４　

借
金
を
少
し
ず
つ
…
…
に

返
す

５　

マ
ツ
科
の
落
葉
樹
。
高
山

に
自
生
し
ま
す
。

７　

目
的
無
し
に
…
…
の
旅
に

出
る

10　

…
…
文
化
財
の
持
ち
主
が
、

つ
ま
り
人
間
国
宝
で
す

13　

ア
ル
バ
イ
ト
で
学
費
を
か

せ
ぎ
、
勉
強
を
続
け
る
人

16　
「
サ
イ
コ
ロ
」
の
こ
と

17　

祝
い
事
の
進
物
に
使
う
扇
子

19　

独
立
国
日
本
に
米
軍
…
…

は
い
ら
な
い

20　

…
…
手
当
、
…
…
テ
ス
ト

答え「モミジガリ」
 　　（もみじがり）

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

上
妻
千
恵
子　
　

紙
谷　

健
市

　

岩
元　

有
子　
　

中
原　

裕
儀

　

茅
野　

博
子　
　

岩　
　

智
洋

　

師
岡　

千
里　
　

坂
本　
　

誠

　

徳
田
奈
緒
美　
　

山
口　

昭
隆

　

竹　

明
日
香　
　

迫
田　
　

修

　

木
場　

久
幸　
　

山
内　

光
典

　

橋
口
佐
和
子　
　

中
園　

健
二

　

加
治
木
美
紀　
　

米
田　

寛
美

　

和
田　

裕
子　
　

山
下　

輝
彦

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します

まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

上記の地区以外の労働相談は 0120-154-052

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別
途費用がかかる場合があります。


